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令和３年度から、新たに防災まちづくりの取組を開始された乾隆学区
は、千本今出川の北東に位置し、「だいすき乾隆」を合言葉に、様々なイ
ベントに取り組まれ、地域のコミュニケーションの輪が広がっています。 

 

取組開始前から、防災倉庫やひろばの整備、防災マップの作成な
ど、高い防災意識で地域の取組を進められています。 
防災まちづくり１年目の今年度は、隣接した学区の防災まちづくり

事例の見学会からスタートされました。 
 

さらに、自主防災会の役員と部⾧を対象に勉強会や防災まちあるきを実施し、 
安全・安心に暮らせるまちづくりを目指されています。 

 
 
 

   
  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

支援制度問合せフォーム 
 

支援制度に関するお問合せが、 
２４時間インターネットから 
ご相談いただけるようになり 
ました! 

 

 
 
■みちの取組 ～細街路対策事業～ 

二方向避難のための緊急避難扉設置や、袋路の入口部の耐震・防火改修工事の 
費用を補助します。 

 ・緊急避難扉の設置  :最大 30 万円 

・袋路入口の耐震・防火改修 :最大 250 万円 

・袋路入口の工作物の撤去等 :最大 50 万円 他 

■まちの取組 ～防災まちづくり推進事業～ 
老朽建築物等を除却・改善するなど、まちをより安全にするための工事費用を 
補助します。 
・老朽木造建築物の除却  :最大 60 万円 

・危険ブロック塀の除却  :11,600 円/㎡ 

・防災ひろばの整備（建物除却） :最大 100 万円 

〃     (ひろば整備):最大 200 万円 
          ※さらに固定資産税が非課税に! 
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防災まちあるき 

※ 詳しくは、まち再生・創造推進室(075-222-3503)か下記問合せフォームまで。 

緊急避難経路整備事業 
 

１０軒以上の家屋が建ち並び、⾧く伸びる袋路の先に、 
災害時の緊急避難経路として、緊急避難扉が設置されま 
した。袋路に扉が設置され、２方向避難が可能となりま 
した。                  【上京区】 

危険ブロック塀等改善事業 
 

通学路に面する高いブロック塀が除却され、子供たちも安心して学校に
通うことができるようになりました。           【上京区】 

支援制度 

二条城の南に位置する利便性が高いまち教業。平安建
都時に設置された「教業防」を地名の由来とする、今も
古くからの町の骨格を残す歴史的なまちです。 
 令和３年度の防災まちづくり計画策定後も、二次避難
所を踏まえた避難所運営マニュアルの作成など、引き続
き、防災まちづくり活動を進められています。 

教業学区自主防災会 
ワーキンググループ 

今熊野学区自主防災会 
防災まちづくりチーム 

学区内に 50m 以上の高低差がある“坂のまち今熊野”。 
75 本もの袋路や 110 本以上も細街路がある、市内でも 
珍しい「斜面地にある密集市街地」です。 
 現在、会⾧・副会⾧が女性で、女性目線の防災まちづ 
くりや SNS での情報発信を積極的に行われています。 

支援制度活用事例のご紹介 
 

令和３年度に京都市の支援制度（補助金）を活用
して，改善された事例を御紹介します。 

自主防災会勉強会 

教
業
学
区 

今
熊
野
学
区

問合せフォーム 

京都市では密集市街地や細街路の安全性を高めるための、 
様々な支援制度を設けています。 

 

乾隆学区 

路地・まち防災まちづくり計画を認定しました。 
平成 30 年度から取組を開始した２学区が３年間の活動を経て、防災まちづくり計画を策定されました。 
京都市からそれぞれ認定証を授与させていただきました。 

新たな取組学区のご紹介 
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※京都市から折り返し御連絡させていただく場合は、土日祝を
除く午前 9 時から午後５時になります。ご容赦下さい。 

 




